
     

不
安
定
な
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
熊
本
や
岐
阜
、
長
野
な
ど
で
の
大

雨
に
よ
る
被
害
状
況
の
報
道
を
見
聞
き
す
る
た

び
に
心
が
痛
み
ま
す
。
梅
雨
明
け
が
本
当
に
待
た

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

    

六
月
三
十
日(

火)

、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

か
ら
玉
田 

和
也 

教
授
を
お
迎
え
し
、
「
工
学
」

に
関
す
る
特
別
授
業
を
三
年
生
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。
講
師
で
あ
る
玉
田
先
生
は
、
天
滝
の
遊

歩
道
に
架
か
る
ト
ラ
ス
橋

の
設
計
・
建
設
に
携
わ
れ

た
先
生
で
す
。 

今
回
、
そ
の
ト
ラ
ス
橋

に
ま
つ
わ
る
話
を
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
「
工
学
」

の
魅
力
や
面
白
さ
に
つ
い

て
生
徒
に
話
し
て
い
た
だ 

     

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
ト
ラ
ス
橋
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
の
大

雪
で
落
橋
し
、
仮
橋
が
架
け
ら
れ
た
も
の
の
、
同

年
の
九
月
の
台
風
十
八
号
に
よ
り
、
ま
た
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
橋
を
復
旧
さ
せ
た
も
の
で
す
。
建
設

に
向
け
た
計
画
を
経
て
、
設
計
依
頼
が
あ
っ
た
の

は
平
成
三
十
年
六
月
。
そ
し
て
完
成
が
同
年
の
十

二
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り
タ
イ

ト
な
工
程
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

講
義
の
中
で
、
こ
の
橋
を
設
計
し
た
の
は
、
玉

田
研
究
室
の
学
生
で
あ

り
、
そ
の
学
生
は
豊
岡
市

立
日
高
西
中
学
校
の
出

身
で
あ
る
こ
と
、
神
戸
大

学
山
岳
部
の
関
係
者
を

は
じ
め
数
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
資

材
の
運
搬
等
に
携
わ
れ
た
こ
と
、
適
切
に
管
理
し

続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
百
年
後
も
利
用
で
き
る
橋

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
岡
道
の
養
父
イ
ン
タ
ー

に
架
か
る
ア
ー
チ
橋
を
は
じ
め
、
全
国
各
所
に
あ

る
様
々
な
橋
を
写
真
パ
ネ
ル
に
よ
り
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
橋
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

工
法
も
異
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

橋
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
考
案

し
た
と
さ
れ
る
橋
で
、

釘
や
接
着
剤
を
使
わ
ず

摩
擦
力
だ
け
で
組
み
立

て
る
橋
で
す
。
ま
ず
は
、

個
人
で
模
型
を
使
っ
て
組
み
立
て
方
を
実
習
し

た
後
、
み
ん
な
で
、
太
い
角
材
や
パ
イ
プ
を
使
っ

て
大
き
な
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
橋
」
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。 

こ
の
講
義
を
通
し
て
、
「
工
学
」
と
は
面
白
い

分
野
だ
と
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
「
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
偉
大
さ
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
の
で
き
た
九
十
分

で
し
た
。
本
年
度
も
、
ス

テ
キ
な
出
会
い
を
通
し

て
、
生
徒
た
ち
の
興
味
・

関
心
を
高
め
、
視
野
を

広
げ
る
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

大
屋
中
だ
よ
り 

第４号 

令和２年 

7 月 14 日 

学校通信 
(地域版) 

教
職
員
・
生
徒
共
通
実
践
目
標 

時
を
守
り 場

を
清
め 礼

を
正
す 

特
別
授
業 

橋
と
と
も
に
世
界
に
夢
を
架
け
て 

＜天滝への遊歩道にあるトラス橋＞ 

＜講義中の玉田先生＞ 

＜完成した橋と記念撮影＞ ＜ダ・ヴィンチの橋を試作＞ 



 

  

七
月
五
日(

日)

に
、
本
年
度
初
め
て
の
授
業
参

観
を
実
施
し
ま
し
た
。 

六
月
一
日
の
学
校
再
開
か
ら
ひ
と
月
余
り
が

経
ち
、
生
徒
の
学
校
生
活
の
様
子
を
保
護
者
の

方
々
に
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

事
後
、
学
級
懇
談
会
、
そ
し
て
部
活
動
保
護
者

会
を
実
施
し
、
意
見
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
一
年
生
・
二
年
生

の
学
級
懇
談
会
に
お
い
て
は
、

長
い
臨
時
休
業
が
明
け
、
学
校

再
開
し
て
か
ら
の
生
徒
た
ち

の
状
況
や
、
ス
マ
ホ
の
利
用
や
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方

等
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
に
お
い

て
は
、
「
進
路
説
明
会
」
と
題
し
て
、
現
在
の
入

試
制
度
の
概
要
と
と
も
に
、
今
後
の
進
路
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
々
に
来
校
い
た
だ

き
、
本
校
が
ま
さ
に
躍
動
し
始
め
た
よ
う
に
感
じ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
お
一
層
力
強

く
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

                          

 

7/15 (水) 期末テスト① 

7/16 (木) 期末テスト② 

7/17 (金) 期末テスト③ 英語検定 

7/22 (水) そうあんくんの日、ノー部活デー 

7/23 (木) 海の日 但馬夏季交流戦（野球、バレー） 

7/24 (金) スポーツの日 但馬夏季交流戦（ソフトテニス、卓球） 

7/29 (水) 市長出前講座 

7/30 (木) 耳鼻科検診（1年） 

8/2(日) PTA 情報モラル研修会 8/5(水)・6(木)期末保護者会 

8/7(金) １学期終業日 8/9(土)～16(日) 夏季休業日 

8/17(月) 2 学期始業式 8/30(日) PTA 資源回収・親子奉仕作業 

9/5(土) 体育祭 9/6(日) 養父市一斉防災訓練 

スマホの 

イラスト 

＜７月後半の予定＞ 

今年度は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大

防止対策により、例年

開催されている「但馬

総体」が中止になりま

した。 

 その代替として、こ

の夏、但馬内で「交流

戦」が開催されます。

3年生にとっては最後

の試合になります。 

 前向きで生き生きと

したプレーを期待して

います。 

 

地域の方からたくさんの紅花をいただ

きました。 

「生徒さんに元気なってほしいから」

という一言もいただき、早速、各教室や

廊下に飾りました。梅雨空のもと、その

さわやかな色に心がすっきりさっぱりと

しました。 

後日、グラジ

オラスもいただ

くなど、校舎の

あちこちで花々

が彩りを添えて

くれています。 

 

7 月 9 日(木)に、今年度初めての「6

年生登校」を実施しました。 

大屋小の 6 年生 29 人が本校の生活を

1 日体験しました。ガイダンスを受けて

いる時は緊張した表情でしたが、美術の

授業や給食の時間を経るうちに、表情も 

ぐっと柔らかく

なりました。 

午後には「交

流戦」の壮行会

にも参加し、エ

ールを送ってく

れました。 
＜いただいた紅花＞ ＜部活動を見学する６年生＞ 

授
業
参
観
日
を
実
施
し
ま
し
た 


